
甲  第  号 

 

 

  清水 久央 学位請求論文 

 

 

 

 

審 査 要 旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈 良 県 立 医 科 大 学  



論 文 審 査 の 要 旨 及 び 担 当 者 

 

 

論文審査担当者 

委員長 教授 野上 恵嗣 

委員 教授 西尾 健治 

委員(指導教員) 教授 杉江 和馬 

 

主論文 

Age and composition of the thrombus retrieved by mechanical thrombectomy from patients with 

acute ischemic stroke are associated with revascularization and clinical outcomes 
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論文審査の要旨 

 

近年脳梗塞患者に対してカテーテルによる血栓回収療法が行われるようになった. それ

は有効な治療であるだけでなく, 血栓を新鮮状態で評価することを可能にした. 脳血栓

を知ることは病態解明に極めて重要である．本研究は 108 例の血栓に免疫染色を行い病

理学的に評価した. 血栓中の VWF, フィブリン, 血小板, 赤血球の面積を画像解析ソフ

トで計測した. 加えて血栓年齢(時間経過)も評価した. 脳梗塞病型による血栓組成に統

計学的な差はなかった．新しい血栓は古い血栓と比較して赤血球面積が大きく, 手技に

かかる時間が短く, 機能予後が良好な傾向がみられた. 赤血球が豊富な血栓は乏しい血

栓と比較して手技時間が短かった. 血小板豊富な血栓は乏しい血栓に比し, 手技回数が

多く必要であり，完全再開通の割合が低く, 機能予後が不良であった．抗凝固薬内服症

例は古い血栓が脳梗塞を発症していた. 血栓組成と年齢は血栓回収療法の成否や臨床転

帰と相関していた. 急性期脳梗塞患者の血栓組成は脳卒中の病態を反映し，治療効果へ

の影響を及ぼす可能性を示した. 公聴会では塞栓源不明の脳梗塞と心原性脳塞栓症の血

栓の類似点, t-PA 投与が血栓の組成に与える影響, 血液中の VWF 抗原量, ADAMTS13 活

性値と血栓組成の関連について議論した. 先行研究から判明していることや本研究の結

果に基づいた回答があった. 抗凝固薬内服症例は再発率の高さや手技困難が予想され, 

より適切な対処が必要になることを議論した. 主論文の内容と公聴会での発表, および

参考論文と合わせて, 審査委員すべてが適と判断し, 博士（医学）の学位に値する研究

であると考える. 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに臨床神経筋病態学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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